




























































































































浮雲 １ ０ ５
今戸心中 ０ ３ ７
破戒 14 12 ９
三四郎 ７ ２ 66




















































































    「ふんふん。そこに番号が刻んであるのことですね。なるほど。これじゃあ泥棒は言い逃
れが出來ませんね」と感心して他人事のように言った。
   直美は返すこと言葉も見つからず、中華文化圏そのものと対峙している気がした。
    続いてルーペを使って傷がないかを調べる。ガラス面、金属面、宝石のいずれにも傷はな
く、艶やかに光っていた。さすがの中国人も、高価なものとあって丁寧に扱ったようである。













































































































































   『噫、それが最後の別離だ。』
   とまた自分で自分を憐むやうに叫んだ。




























    河原の渡場では赤い雲が静かに川に映つて居た。向う岸の土手では糸經を着て紺の脚袢を
白い埃にまみらせた旅商人らしい男が大きな荷物を背負って、さも
〳 〵
疲れたやうな風を
して歩いて行つた。 （田舎教師：144）
　（26）は、川に映る赤い雲の「単なる状態」を表すテイタ形である。次の「浮いていた」の例
も見てみよう。
（27）  渡良瀬川の利根川に合するあたりは、ひろ
〴 〵
としてまことに阪東太郎の名に負かぬほど
大河の趣を爲して居た。夕日はもう全く沈んで、對岸の土手に微かに其の餘光が殘つてゐ
るばかり、先ほどの雲の名殘と見えるちぎれ雲は緣を赤く染めて其上に覺束なく浮いて居
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た。白帆が懶うささうに深い碧の上を滑つて行く （田舎教師：141‒142）
　上記の（25）～（27）の三つの例のように雲の「単なる状態」を表す場面において明治期小説
ではシタ形とテイタ形両方が使われている。同一の作品でありながら、（25）ではシタ形が（26）
と（27）ではテイタ形が使われているのは、動詞が含意している動きとしての語彙的な意味とテ
クストの中で前後の文脈を踏まえた上で描写のし方が選ばれたとも考えられる。現代日本語では、
雲の様子を表す「浮く、映る」のような動詞を「単なる状態」を表す場面で用いる場合、「浮いた、
映った」とは言えず、あくまでも「浮いていた、映っていた」のようにテイタ（ル）形が使われ
る。すなわち、明治期小説のシタ形には「動きの発生」のみならず、登場人物がそれまで見てい
なかった場面が見えたという「知覚の変化」によって「単なる状態」を描写する意味もある。「単
なる状態」を「動きの発生」と「知覚の変化」のどちらで解釈すべきかは、動詞の語彙的な意味
が動きを含意しているのか否か、あるいは副詞との共起などが絡んでいる。つまり、明治期小説
では「単なる状態」を描写する二つの方法である、「動きの発生」と「知覚の変化」のシタ形と、
「単なる状態」を表すテイタ（ル）形がかなり近い意味として使われていたことが分かる。
６．おわりに
　本稿は、明治期小説の「単なる状態」におけるアスペクト形式に注目し、５つの明治期小説を
取り上げ、シタ形の意味的特徴を示した。また、明治期小説のシタ形を、語彙・テクスト的の観
点から、現代日本語のテイタ（ル）形が表す「単なる状態」との比較を行った。その結果、第一
に、語彙的観点から見ると、明治期小説のシタ形は現代日本語のテイタ（ル）形が表す「単なる
状態」より適用される語彙の範囲が広いことが明らかになった。また、現段階では「単なる状態」
を表すシタ形のことを一般的な現象としてみることは難しいが、書き言葉においてはその例が僅
かながら見られた。第二に、テクスト的観点からは、「単なる状態」の意味をもつシタ形が二つ
の描写のし方を捉えていることを述べた。一つは、「単なる状態」を「動きの発生」として捉え、
物語の時間的流れの中で次々と起こってくる変化として背景描写をするものである。もう一つは、
登場人物の「知覚の変化」によって「単なる状態」としての背景を描写するものである。この二
つの描写のし方の違いは、語彙が持っている動きとしての意味と副詞との共起などによって裏付
けられる。
　今後は、現代日本語において「単なる状態」がテイタ（ル）形のみで表されるようになった背
景について、本稿が行った書き言葉の「単なる状態」に加えて、話し言葉からも考察していく必
要である。また、明治期小説の「単なる状態」の意味をもつシタ形の使用について、作家による
偏りが見られたため、作家個人の文体や、文学史的な位置付けも踏まえた考慮した考察をも進め
ていきたい。
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明治期小説におけるアスペクト形式
注
（１）　以下、継続相は波線、完成相は下線、「単なる状態」は太線で示すこととする。
（２）　「島崎藤村『破戒』の冒頭を書き換え」
（３）　「シテイル形」、「シタ形」は工藤の用語。筆者は「テイタ（ル）形」、「シタ形」を用いる。
（４）　テクストにおけるかたりの時制は基本的に過去形すなわちタ形とテイタ形が使われる。この点を踏まえ、
以下、〈継続性〉を表すアスペクト的形式を、現在形も含めた形の「テイタ（ル）形」で示すことにする。
（５）　５つの作品の選定基準としては、明治期小説のうち口語体を除外し、描写表現が含まれている評価の定まっ
た代表的な作品のかたりを中心に考察を行った。会話文を含めた考察は今後の課題とする。
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